
 

 

ツール・ド・北海道２０１７の概要 

 

１ ツール・ド・北海道 

ツール・ド・北海道は、１９８７年１０月に日本最初の自転車ステージレースとして開催さ

れてから今回で３１回目を迎えます。第１１回大会からは、国際自転車競技連合(ＵＣＩ)の公

認大会として承認され、国際大会としても２１回目を迎え、海外からも多数のチームが参加を

希望するなどいまや国内有数のステージレース

になっています。競技は、海外及び国内から２０

チームを招待して行われ、１チーム５人のチーム

成績と個人成績の両方を争うステージレースで

す。各チームの選手は、団体優勝を狙うのは勿論、

チームのエースに個人総合時間賞を獲得させよ

うと、様々な作戦でレースを展開します。 

また、多くのサイクリストが自由に参加できる

市民ロードレースを同時開催します。 

本大会の開催により、参加選手の競技力向上と人材育成、サイクルスポーツの普及・振興等

を図るとともに、地域の観光・産業の振興、活性化等に資することをも目的としています。 

 

２ 大会概要と日程 

ツール・ド・北海道２０１７は、道南地域において９月８日（金）から９月１０日（日）ま

での３日間、３ステージにわたるロードレースを開催します。 

初日の９月８日（金）は、函館市「函館競輪場駐車場特設会場」において開会式を行った後、

第１ステージのロードレースがスタートします。コースは函館市から北斗市、木古内町、江差

町など２市５町の国道、道道などを走行し、北斗市（運動公園前）でフィニッシュする１６２

㎞のコースです。 

翌日、９月９日（土）の第２ステージは、北斗市（運動公園前）からスタートし、知内町、

松前町、上ノ国町など１市５町の公道１８５㎞を走行して木古内町（ＪＲ木古内駅前）でフィ

ニッシュします。 

そして最終日、９月１０日（日）の第３ステージは、函館市（函館競輪場前）からスタート

して、函館市内の鉄山町から女那川町に抜け、汐首岬を回って湯の川温泉街を疾走し、函館山

山頂でフィニッシュする７７㎞のロードレースを行い全ての日程を終えます。広大な北海道の

大自然の中を町から町へと公道を使用して巡る本格的な自転車ステージレース、３日間の総走

行距離は４２４㎞に及びます。 

 



本大会の詳細日程は、次のとおりです。 

 

《ステージレース》 

■ 開催期間 

９月８日（金）から９月１０日（日）までの３日間 

■ 開会式 

９月８日（金）８時３０分～９時００分 函館市「函館競輪場駐車場特設会場」 

■ 各ステージの日程 

〇 第１ステージ（ロードレース） ９月８日(金)（１６２㎞） 

函館市（Ｓ：函館競輪場前9:30）～北斗市～木古内町～知内町～木古内町～上ノ国町 

～江差町～厚沢部町～北斗市（Ｆ：運動公園前13:29ころ） 

〇 第２ステージ（ロードレース） ９月９日(土)（１８５㎞） 

北斗市（Ｓ：運動公園前 9:30）～木古内町～知内町～福島町～松前町～上ノ国町～ 

木古内町（Ｆ：ＪＲ木古内駅前13:58ころ） 

〇 第３ステージ（ロードレース） ９月１０日(日)（７７㎞） 

函館市（Ｓ：函館競輪場前9:30）～（亀尾町）～（鉄山町）～（女那川町）～（汐首 

岬）～（湯川町）～（大森浜）～函館市（Ｆ：函館山山頂11:20ころ） 

■ 出場予定チーム 

   海外及び国内から合計２０チーム、１００名の選手の出場を予定しています。 

■ 表彰式 

表彰式は、各ステージのフィニッシュ地点特設会場においてそれぞれ行います。 

■ 最終表彰式 

９月１０日（日）１２時１０分～１２時３０分 

函館市「函館山山頂駐車場特設会場」 

 

各ステージの概要 

◎ 第１ステージ 

第１ステージは、函館市（函館競輪場前）からスタートして、市内の教育大通など５．６

㎞の区間をパレード走行した後、港町１丁目から正式スタートします。函館湾沿いに走る国

道２２８号に入ると左手に函館山、遠くに津軽海峡を望みながら２３年ぶりに木古内町まで

の美しい海岸線を疾走します。木古内町から道道５号(江差木古内線)に入って山間部を走行し、

新吉堀トンネルを抜けて上ノ国町湯ノ岱温泉街で中間

スプリントを競った後、上ノ国町役場前で補給を受け、

日本海沿岸を北上して江差町に入ります。歴史の香り漂

う街並み「いにしえ街道」を駆け抜け国道２２７号に入

り、厚沢部町を通って中山トンネル手前(標高337m地点)

で最初の山岳ポイントを競います。さらに北斗市に入っ

てきじひき高原に通じる坂を駆け上り、匠の森公園入口手前(標高240m地点)で二度目の山岳

ポイントを競った後、急勾配で狭い下り坂が続く匠の森公園内のコースを下り切って昨年開

 



通した北海道新幹線の高架下をくぐり抜け、北斗市（運動公園前）でフィニッシュする１６

２㎞のコースです。 

 

◎ 第２ステージ 

第２ステージは、北斗市（運動公園前）からスタートして、道南いさりび鉄道沿いの国道 

２２８号を木古内町まで駆け抜け、２３年ぶりに知内町、福島町、松前町に至る渡島半島南西

部を走ります。途中、福島トンネル手前(標高 167m 地点)で本ステージ最初の山岳ポイントを

競った後、津軽海峡沿いの変化に富んだ美しい景観の海

岸線を疾走し、日本最北端の城下町松前町に入ります。

道の駅「北前船松前」前で中間スプリントを競った後、

「パートナーシップランドいさりび」前で補給を受け、

小さなアップダウンを繰り返しながら日本海沿岸を上ノ

国町まで北上します。上ノ国町から道道５号（江差木古

内線）に入り、木古内町との境界付近「新吉堀トンネル」

手前（標高157m地点）で本ステージ二度目の山岳ポイントを競い、松前半島を一周して木古

内町（ＪＲ木古内駅前）でフィニッシュする１８５㎞のコースです。 

 

◎ 第３ステージ 

第３ステージは、函館市（函館競輪場前）からスタートし、湯の川温泉街から旧戸井線を

通って函館空港滑走路下のボックスカルバートをくぐり、道道８７９号（米原古川線）、道道

８３号（函館南茅部線）を走って鉄山町から道道４１号（函館恵山線）に入ります。笹積山
ささづもりやま

登山口先(標高217m地点)で本ステージ最初の山岳ポイントを競った後、女那川町
めながわちょう

から国道２

７８号を函館市街方向に右折しサンタロトンネル、日浦トンネルなど４つの連続するトンネ

ルを抜けて、泊漁港前で中間スプリントを競います。さ

らに走ると左手に津軽海峡、前方には函館山の絶景を望

みながら平坦基調の海岸線コースを疾走し、大森海岸（漁

火通）まで走ると函館山が目前に迫ってきます。高田屋

嘉兵衛像前から護国神社坂を駆け上り函館山登山道入口

に入るとラスト４㎞。ヘアピンカーブが連続する平均勾

配6.4%の函館山登山道が最後の勝負どころ。函館山山頂

（標高 326m 地点）において最後の山岳ポイントを競うと同時にゴールとなり、本大会の覇

者が決まる感動のシーンを迎えます。第３ステージは、走行距離こそ７７㎞と長くはないが、

函館山登山道を登るのは大会史上初であり注目のコースです。 

 

３ 市民ロードレース 

■ 開催月日 

９月１０日（日） 

■ 開会式 

９月１０日（日） ７時００分～７時３０分 函館市「函館競輪場駐車場特設会場」 

 



■ 市民ロードレースコース（６８㎞） 

函館市（Ｓ：函館競輪場前 A 7:50・B 8:00・C 8:10）～（亀尾町）～（鉄山町）～（女 

那川町）～（汐首岬）～（湯川町）～函館市（Ｆ：函館競輪場前 9:58～10:47ころ） 

■ レースの区分 

走行能力等に応じてＡ、Ｂ、Ｃの３つにクラス分けしてロードレースを行います。 

■ コースの概要 

国際レースの第３ステージを一部短縮したコースになりますが、函館競輪場前からスタ

ートし、湯の川温泉街から旧戸井線を通って函館空港滑走路下のボックスカルバートをく

ぐり、道道８７９号（米原古川線）、道道８３号（函館南茅部線）を走って鉄山町から道道

４１号（函館恵山線）に入ります。笹積山
ささづもりやま

登山口先(標高 217m 地点)で山岳ポイントを

競った後、女那川町
めながわちょう

から国道２７８号を函館市街方向に右折し、サンタロトンネル、日浦

トンネルなど４つの連続するトンネルを抜け汐首岬を回るとラスト２０㎞地点。さらに走

ると、左手に津軽海峡、前方には函館山の絶景を望みながら平坦基調の海岸線コースを駆

け抜け、漁火通に戻ってスタート地点の函館競輪場前でフィニッシュします。 

■ 参加募集人員 

  本年の市民参加募集人員は、６００名程度を予定しています。 

■ 参加募集期間 

  ６月７日（水）から７月１４日（金）まで 

  ※ 募集要項は、６月上旬に（公財）ツール・ド・北海道協会ホームページに掲載しま 

   すが、募集人員に達し次第締め切ります。 

   http://www.tour-de-hokkaido.or.jp 

 

４ コース図 

ツール・ド・北海道２０１７コース図は、当協会ホームページの「コース情報」及び「市 

民レース概要」にアップします。 

 

問い合せ先 

札幌市中央区北５条西６丁目 第ニ道通ビル５Ｆ 

公益財団法人ツール・ド・北海道協会 

ＴＥＬ  ０１１－２２２－５９２２ 

ＦＡＸ  ０１１－２３２－４６０４ 

 


